
30才以上の被保険者および被扶養者。〈りそな健康保険組合の加入者〉
ただし、2026年4月から2027年3月の間に人間ドック・定期健康診断で
大腸がん検診（便潜血検査）を受診される方は除きます。

健康保険組合が負担します。ただし、採取後の検体の送料は個人負担。

りそな健保のWeb申込みフォームよりお申込みください。

2026年4月1日（水）～2026年11月30日（月）

申込書は健康保険組合でとりまとめ検査機関に送付します。
検査機関に到着後約2週間で個人宛に検査器具が郵送されます。

2027年1月10日（日）

〒604-0827　京都市中京区高倉通二条下ル瓦町550　メスプビル内
メスプ細胞検査研究所（京都府登録衛生検査所第38号）TEL：075-231-2230 
https://www.msp-kyoto.co.jp
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＊個人情報の取扱いについて：受診する方の個人情報は本検診を提供する目的に限り利用し、事前の承諾等を得ず第三者に提供・開示することはありません。
　なお、検査結果は報告書として健康保険組合にも提出されます。

【記】

申込みをされたにもかかわらず受診されなかった場合は、容器代が無駄となりますので、必ずご受診ください。

【注意事項】 ・郵送検診は自覚症状のない方を対象にしています。すでに自覚症状や気になることがある方は医療機関をご受診ください。
 ・郵送検診はスクリーニング検診（一次検診）であり、検診結果は病名を診断するものではありません。要精密、陽性の結果が出た場合は、速やかに医療機関を受診されることをお勧めします。
 ・郵送検診の検査結果のみで病名を判断できるものではありません。「異常なし・陰性」の結果の方も、自覚症状や気になることがある方は医療機関を受診されることをお勧めします。　　

検査機関では、受診者の方に合った病院をご紹介しています。

紹介状の作成（無料）も行っていますので、
お気軽に検査機関にお問い合わせください。

結果が有所見であった方は、必ず精密検査を受けましょう。

当健康保険組合では、皆様方の健康管理のお手伝いとして、ご家庭で手軽に簡単に採取できるがん検診を、
下記のとおり実施いたします。
がんの早期発見のため、この機会を利用してぜひご受診ください。

りそな健保の
Web申込みフォーム
よりお申込みください。
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この段階で
見つけたい

■ 大腸がんは、増え続けています。　

大腸がんは早期発見・早期治療が大切
― 早期発見・早期治療ならほぼ治ります―

̶ 誰もが〝大腸がん″になるリスクがあります ̶

■ より精度の高い検査です。
     一般的なヘモグロビンだけでなくトランスフェリンも同時に測定。

トランスフェリンは腸内細菌や環境の変化の
影響を受けにくく、ヘモグロビンに比べ安定性
が高いため2つの成分を同時に測定すること
でより精度の高い検査となります。

横行

下行

S状

直腸

トランスフェリンは
深部大腸のがんの
発見に特に有効です。

上行上行

メスプ細胞検査研究所まで

TEL  075-231-2230（平日10：00～16：00）
FAX 075-211-7400
メール  mail@msp-kyoto.co.jp

お気軽にお問い合わせください

受診後も安心！！

無 料

（便潜血検査）
大腸がん検診のご案内 自宅で

できます！

2026年4月

りそな健康保険組合

所見なし
申し込む

11月30日締切

約2週間で
自宅に

結果票が届く

自宅に
キットが届く

検体を
採取して送る
1月10日締切

・今後も定期検診
所見あり

（　　　　　）病院へ ・紹介状の作成
・相談受付

お申込みからの流れ

簡単！
2日分の便を
採って送るだけ

毎年検診を受けて！毎年検診を受けて！
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近年、食生活が欧米化し、特に食物繊維不足等により
腸内環境が悪化し、がんが発生すると言われています。

▶最新の予測

がん罹患者数 第　　位

がんでの死亡原因 女性 第　　位

男性 第　　位

1 
1 
2 

出典：国立がん研究センターがん情報サービス2025年のがん統計予測

早期のがんは自覚症状がなく、自分で気づくのは
とても困難です。
毎年の受診が、早期発見・早期治療につながります。

■ 早期の大腸がんには自覚症状がほとんどありません。
 　だからこそ、検診が大切です。

早期のステージ1で発見され、
治療されると生存率は98.8％

ステージ1：がんが大腸の壁（固有筋層）までにとどまるもの
ステージ2：がんが大腸の壁（固有筋層）を超えて浸潤するもの
ステージ3：リンパ節への転移を認めるもの
ステージ4：多臓器への転移を認めるもの


